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keV〜MeV級のイオンビームをダイヤモンドに照射することによって室温で動作する量子ビッ
トとして知られるダイヤモンドNV（窒素・空孔）センターを作製できます。ダイヤモンドNVセ
ンターは超高感度な量子センサとしても知られています。

イオンビームを活用した
室温動作する量子ビットの形成
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シーズ全般の問い合わせ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）

ここには何も記載
しない

1

イオンビームを活用した
室温動作する量子ビットの形成

量子情報技術応用

量子情報技術関連メーカー

1) Nature Communications (2019) 10:2664
2) 特願2018-155987「ダイヤモンド単結晶およびその
製造方法」

基礎段階

keV~MeV級のイオンビームをダイヤモンドに照射することによって室温で動作する量子
ビットとして知られるダイヤモンドNV（窒素・空孔）センターを作製できます。ダイヤモン
ドNVセンターは超高感度な量子センサとしても知られています。
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・ダイヤモンドに電子やイオンビームを照射することで、室温動作する量子ビットである結晶欠陥
(NVセンター)を導入できます。
・イオンビームを使うと極めて少ない数（１つ、２つ、３つ......）のNVセンターを作製できます。

ダイヤモンド
の結晶構造

NVセンター
の構造
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NVセンターは電子スピン(S＝1)を持ち、電子スピンを量子ビットとして利用することができます

窒素イオンをナノホール越しに注入すると極めて狭い領域にNVセンターを形成できます(左)
窒素分子や有機分子イオンを照射するとさらに狭い領域にNVセンターを形成できます(右)

室温で動作する多量子ビット
を利用した量子情報機器への
応用が期待

量子もつれ状態を生成し
得る室温動作の3量子ビット

窒素イオン
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本シーズの問合せ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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